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も砂糖ボイコット運動や家庭訪問、詩やトラクトなど宗教関係の出版物を通し
て、奴隷制に対して男性とは明らかに異なる見解を表明していた。運動の先頭
に立っていたミドル・クラスの女性たちは、積極的に西インド産砂糖のボイ
コット運動に参加したが、奴隷が生産する西インド産砂糖を市場から締め出す
という行為は、奴隷制の終焉を確実に見据えたものであった。彼女たちは、奴
隷の処遇改善ではなく、奴隷制という人間の自由を奪う行為に対する反対を奴
隷貿易廃止の段階から明確に打ち出していたのである。
　さらに女性たちは、「自由」であることについて人道面だけではなく、経済
的な面からの必然性にも早くから言及している。自由を奪うことは人道的に許
されないことであるのはもちろん、自由でないものを前提とする経済は非効率
であり、経済的にも不合理であること、自由主義のもとでの経済性と道徳は両
立可能であるという論理は、イギリス社会において半世紀にわたる反奴隷制運
動を通じて次第に支持を得るようになるのであるが、消費者としての視点から
奴隷貿易や奴隷制度を眺める女性たちは、道徳的な消費と新しい経済の可能性
をいち早く看取していた。
　奴隷制廃止運動においては女性たちが独自の組織を立ち上げて活動したこと
から、「女性」たちが結束して男性とは異なるスタンスでこの運動にのぞんだ
ことがより鮮明になる。ここで活躍したミドル・クラスの女性たちにとって、
それは従来から彼女たちが積極的にかかわってきた禁酒運動や刑務所改革その
他の福音主義的ソーシャル・リフォーム運動のひとつであった。一連のリ
フォーム運動では、女性たちは互いに連携し、男性とは違う手法で自分たちの
理想の社会の実現に向けた活動を展開していたのである。
　この時期に勃興しつつあったミドル・クラスが展開した幾多のソーシャル・
リフォーム運動は、ミドル・クラスの価値規範をイギリス内外にあまねく普及
させることを目的としていた。これは、すなわち、帝国全体の、ときにはその
枠すら踏み越えてキリスト教の価値規範に基づく社会の実現を広く目指した運
動であり、国内のワーキング・クラスと帝国の有色人種を同時に文明化するこ
とを目指して、様々に形を変えながら 19世紀なかばまで継続されていった。
　イギリスにおける反奴隷制運動も、1833 年の英領植民地における奴隷制廃
止を受け、国際的な奴隷制廃止を目指す運動へと姿を変えながら存続してい
く。1833 年までの活動が、アフリカ開発など、関連の諸運動とも連携してい
たように、ここでは詳しく述べることができなかったが、19 世紀半ばの運動
からも、原住民保護運動などの新たな運動が派生した。また既存の海外キリス
ト教伝道活動や国内外の学校教育普及運動などとも新しい関係が生まれていっ
た。その中で、女性たちは常にイギリス帝国の文明化に向けて国内外の改革に
36　　並河葉子
積極的に関与し続けた。
　ただし、この運動の影響はミドル・クラスの女性に限定されるものではな
い。たしかに、砂糖ボイコット運動は、彼女たちが政治空間に切り込む有力な
手法であったが、この運動は、一人ひとりの、あるいは家庭内の消費行動が、
そのまま帝国空間の政治問題へと直結する課題であることを、ジェンダー、階
層、年代をこえてイギリス人の多くに認識させることにもつながった。
　アメリカ喪失以後、新しい帝国の再編期におきた反奴隷制運動の中で、自由
主義のもとでの道徳的な商業、消費行動と経済性の両立という論理を手に入れ
たイギリスは、「「自由」であることこそが経済的にも人道的にも合理的である
ことを、野蛮なアフリカやアジアの人びとにキリスト教とともに伝える責務を
負うイギリス」というイメージ、つまり「商業とキリスト教」を通して「文明
化の使命」を負う「人道的なイギリス帝国」という新しい帝国像を作り上げて
いく。自国に対するこのようなイメージをイギリス人一人ひとりが共有するに
いたったことは、世紀後半、イギリスの人びとが海外のキリスト教伝道活動を
宣教師として直接的に、あるいは資金を拠出するなどして間接的に支える素地
を作ったのだともいえよう。
　一方、イギリスのミドル・クラス女性たちは、反奴隷制運動の中で女性とし
て結束し、奴隷の解放という共通の目標に向かったが、イギリスにおける奴隷
制廃止に続く、国内外の新しい改革運動の中では、立場の違いが鮮明になって
いった。例えば、国内の貧困層への対応や、よりラディカルなフェミニズムへ
の距離感など、18 世紀末にハナ・モアとメアリ・ウルストンクラフトの間に
みられたような、政治的立場の違いが女性たちの間で再び表面化した。本稿で
はイギリスにおける奴隷制廃止以後のミドル・クラス女性を主体としたフェミ
ニズム運動と国際的な反奴隷制運動や国内のリフォーム運動の関わりについて
は考察できなかったが、こうした課題は、次稿譲りたい。
